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平成2４年度地域新成長産業創出促進事業（アジア・グリーン・イノベーション創出促進事業）　
参加者募集のご案内
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アジアの環境ビジネス市場は年々拡大を続けており、特に、中国では今年から第12次5カ年計画（2011～15年）で環境規制の更なる強化が図られる予定です。

特に、「水質浄化」、「大気汚染対策」、「土壌汚染対策」、「リサイクル（生ゴミ、工業固形廃棄物、建築等廃棄物等）」、「省エネ技術」の分野は、中国政府が注力する分野であり、また、九州の企業が強みを有する分野であり、ビジネスチャンスの拡大が予想されます。
こうした中、K-RIPでは、九州の環境関連企業の中国展開を支援するため、2007年度より中国遼寧省との間でミッション派遣・受入等を行っています。そして、これまで遼寧省との産業交流の実績とノウハウを踏まえ、水平展開を図るべく、2010年度から、山東省と相互交流をスタートさせました。
今回、K-RIPでは、山東省政府主催の大規模環境見本市「緑色博覧会（8/31-9/2）」の開催に併せて、山東省への環境ビジネスミッション団の派遣を企画しております。

このミッション団派遣事業では、山東省政府・関係機関の全面協力のもと、「博覧会視察」、「セミナー（プレゼン）」、「MOU調印式」、「JETRO/K-RIP共同ブース展示（パネル・パンフ・サンプル展示等）」、「商談会」、「現地企業等の視察」、「交流会」を予定しております。現地での市場調査、現地行政府・企業等との人脈作りから、実際のビジネスへと進む足がかりとなる絶好の機会ですので、是非、この機会をご利用頂きたく、皆様のご参加をお待ちしております。
【主　催】九州地域環境･リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）、(財)九州産業技術センター、
　　　　　独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）
【協　力】北九州市アジア低炭素化センター
【後　援】九州経済産業局

【行程（予定）】
	 8／30
（木）
	午 前    9:50　福岡国際空港 発　⇒　上海（浦東）空港
午 後　 17:25  上海（虹橋）空港 発

18:45　 済南空港 着
（時間未定）　□ 山東省経済環境ブリーフィング（仮）、ホテル着後に夕食

	 8／31
（金）
	午 前　（時間未定） □ 『緑色博覧会視察』
（時間未定） □ 『環境ビジネスセミナー』
（時間未定） □  山東省政府幹部会見／『MOU調印式』

	
	午 後  （時間未定） □ 『環境ビジネス商談会』
　　　　　　　　  □  歓迎レセプション

	 9／ 1
　（土）
	午 前  （時間未定） □  企業等視察／『環境ビジネス商談会』（希望者）

	
	午 後　　　　　　　　　　↓

	 9／ 2
　（日）
	午 前  10:25　済南空港発　⇒　上海（虹橋）空港 

	
	午 後　18:15　上海（浦東）空港 発　

20:50　福岡空港着


【応募締切】 2012年 ６月２６日(火)までに、裏面の申込書でお申し込み下さい。
また、申込みの際に、商談会に係る「企業概要」の提出をお願いします。なお、企業概要の資料につきましては、特に商談したい企業がございましたら、企業概要の下欄③に中国企業の企業名をご記入ください。
【募集対象】環境関連事業（特に、水質/大気浄化､土壌汚染対策、リサイクル、省エネ）の企業・団体

【参加費】 K-RIP法人会員15万円､個人会員16万円（6/25までの入会者）､一般(非会員)17万円
※この参加費用は概算です。参加申込みされた方には、後日詳細な額をお知らせします。また、参加費には、航空運賃、宿泊・食事代等が含まれています。なお、為替レートや航空運賃の変動等により多少変動する場合がありますことを予めご了承下さい。
[image: image3.jpg]


[image: image4.emf] 


[image: image5.emf]


参 加 申 込 書
	企業名
	

	所在地
	〒

	ＴＥＬ
	　　　
	ＦＡＸ
	

	参加者氏名
	部署・役職
	携帯電話
	E-mail

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



※　ご記入頂いた個人情報は、個人情報保護法に従って適切に取り扱い、法令に定める場合を除き、

第三者に提供することはありません。

（企業概要）
日本（九州）・中国（山東省） 環境ビジネス商談会　参加企業概要
	企業名
	(日本語)　 九州興業㈱
(英　文)　Kyushu kougyou.ltd
	（九州太郎）

	住所
	 〒  
	

	代表者
	(日本語)　九州　太郎　　　(英文)　Kyushu,Tarou 
	

	参加者①
(代表)
	氏名
	(和文)　 九州　太郎　 (英文)　 Kyushu,Tarou

	
	職位
	　代表取締役社長

	参加者②
(連絡者)
	氏名
	(和文)　 九州　花子　 (英文)　 Kyushu,hanako

	
	職位
	　経営企画部長

	連絡先
	電話
	 
	会社ＨＰ
	

	
	ＦＡＸ
	 
	E-mail
	

	事業概要

主要製品・サ
ービス、業務
範囲、今後の
事業展開予定
等
	会社設立
	（西暦）　　　　年
	従業員数
	ｸﾞﾙｰﾌﾟ連結　　　　　　　名

	
	資本金
	　　　　万円
	売上高
	ｸﾞﾙｰﾌﾟ連結　　　　　　　億円

	
	事 業
分 野
	■下水・汚水・汚泥等処理　□再生可能エネルギー・省エネルギー　
□環境調和型製品　□廃棄物処理　□リサイクル　■環境分析装置　□公害防止装置　□環境修復　□環境サービス（分析など）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	当社が重点的に取り組んでいる分野は「汚水処理」分野で、以下のような事業
に取り組んでいる。今後は、汚水処理浄化膜の開発を行う予定。
・工場排水処理施設の設計～製作～工事～維持管理までの一貫システム
・省エネ型汚水処理システム
・汚水浄化制御監視システム構築(制御盤・Web監視ｼｽﾃﾑ)


	企業ＰＲ
免許、特許保
有件数、表彰
実績、導入実
績、事業実績、その他技術力
のＰＲ等

	　　当社は、｢汚水処理｣の分野で蓄積してきたコア技術を基盤として、研究開発
からシステム設計・施工・施設運営まで手がけている。
特に汚水処理技術のコア技術○○と関連技術△△については、日本だけでなく欧米でも数多くの特許を保有しており、2005年に○○から技術部門で最高位の賞も受賞している。
また、△△省の下水処理施設の約20％が当社の汚水処理施設を導入。
《参考：中国国内での導入実績と処理能力》
・
・
《特許保有件数》
・
・

	当社が希望する企業間交流、ビジ
ネスの内容等
	①希望する交流形態
	

	
	■情報交換・市場調査　 □共同研究　■製造受託　■代理店契約・輸入
■輸出　□合弁会社設立　■その他（　　　　　　　　　　　　　　　)　

	
	②上記①の交流の具体的な内容等
	

	
	・中国企業との提携(販売･製造･施工･維持管理)

・鋳鉄鋳物調達(加工品)・水処理機械調達

	
	③商談を希望する中国企業名
	

	
	　


	中国企業との取引経験
	□無

	■有
	⇒取引形態: ■輸出(日本⇒中国)、■輸入(中国⇒日本)、
□共同研究、□合弁会社設立、
□その他（　　　　　　　　　　　　)　


	商品名等
（企業名）
	○○○○
　（九州興業㈱）

	製品等の写真、環境浄化の前後の写真等
	
　　　　　　　　






	製品のＰＲポイント
	　当社の汚水処理プラントは、独自技術の○○により、BOD負荷を大幅（60％以上）に低減、省エネ（同等の処理能力機器の30％節約）、省スペース、高速かつ大容量の汚水処理を可能とする。また、処理された汚水のCODは○○以下に保たれ、そのまま河川に放流しても生態系を壊すことない。
【汚水処理機○○○○の能力データ】
１．
２．
３．



　※平成２３年度『九州－山東省環境ビジネスミッション』に参加された企業で、参加企業概要に
変更等ない場合は、その旨、申し出下さい。
（参考）
１．山東省の経済概況と環境ニーズ
２．済南市の概要 
K-RIP事務局行き





◆ＦＡＸ先：０９２－４７２－６６０９


◆E-mail先：info@k-rip.gr.jp 





【問い合わせ先】


〒812-0013　福岡市博多区博多駅東2丁目13－24　(財)九州産業技術センター内　


九州地域環境･リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）


(TEL) 092-474-0042  　(FAX) 092-472-6609 　 (E-mail) � HYPERLINK "mailto:info@k-rip.gr.jp" �info@k-rip.gr.jp� 　  (URL) http://www.k-rip.gr.jp


(担当) 村田部長、弟子丸部長、包コーディネーター

















整理番号：　





記載例





当社の汚水処理プラントは、工場排水等の汚水


を高速に大容量を処理できるもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





工場排水等で汚染された河川（CODは○○）





約3ヶ月で汚染された河川の水質が大幅に改善（CODは○以下）





（１）山東省の経済発展と環境問題


○中国山東省は全国第3位の経済規模を誇り、今後も毎年10％以上の経済成長が見込まれています。しかしながら、急速な経済発展の陰では汚染物質の排出規模が中国でも有数（特に二酸化硫黄等）であり、また、鉱物等資源も乏しく（例：１人当りの水資源については全国平均の１／６程度）、経済成長の大きな足かせとなっている。加えて、第12次5カ年計画を踏まえ、厳しい環境規制が実施されるため、新たな環境ニーズが出現すると考えられますので簡単にご紹介します。当該環境ニーズに対し、有効なソリューションを提案できる企業様におかれては、大きなビジネスチャンスが生まれるものと思います





（２）第12次5カ年計画期間中の山東省政府の目標、主なプロジェク及び投資分野


○目標：2015年まで次の環境指標を2011年比で大幅に改善させる。COD（12%減）、アンモニア（13.3％減）、二酸化硫黄（14.9％減）、窒素酸素化物（16.3%減）、大気と水資源の質は2010年比20％改善させる。


○プロジェクト：2015年までに山東省全省でCOD、アンモニアの排出削減分野で1,434個の個別プロジェクト、二酸化硫黄の排出削減で1,005個のプロジェクト、窒素酸化物で同904個のプロジェクトを実施予定。2020年までに山東省は汚染処理、環境基礎施設の建設、生態回復、生活環境改善面において5兆元以上の投資を行う予定。





（３）顕在化する環境ビジネスニーズ


○大気・水質の浄化・環境修復（二酸化硫黄の排出削減、汚水浄化等）、省エネ設備、廃棄物処理（工業固形廃棄物、建築等廃棄物、生活ゴミの分別・堆肥化等再生利用等）、資源リサイクル等。





（１）省内での位置づけ


○済南市は、山東省の西部に位置し、省都として省内の通商、政治、文化の中心地。





（２）経済概況


○人口：約570 万人


○1人あたりGDP：49,954.75元（全国で21位）


○済南市は重工業（冶金鉄鋼産業、交通装備産業等）や軽工業（紡織、食品、医薬等）の企業が多く、中国有数の鉄鋼メーカーも存在。現在は、製造業だけでなく、保険や情報技術、通信、観光などサービス産業、ハイテク産業も急成長している。





（３）インフラ面


○済南市には全国的な高速道路ネットワークの中心があり、済南と青島を結ぶ済青高速公路、北京と福州を結ぶ京福高速公路、北京と上海を結ぶ京滬高速公路など、中国の南北軸と東西軸の交点があり、これらを結ぶ市内環状高速道路もできている。 


○物流では高速道路や鉄道を使って青島港が使えるほか、内陸コンテナターミナルも存在。済南遥墻国際空港は国内各地を結んでいる。


○山東大学、済南大学、山東軽工業学院、山東科技大学等、高等教育機関・研究機関が多く集まっており、高度な知識、技術を持った人材が比較的多い。

















